
□―マ帝国の繁栄
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330年

帝国最後の皇帝コンスタンティヌス

帝は、ビザンティウムに遷都、コンスタ

ンティノープルと改称した。□―マの

東西分裂後も、コンスタンティノープ

ル|よ東□―マ帝国の中心として栄えた。
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豊かなナイルデルタは、□―マ市民の

食を支える一大穀倉地帯だつた。多数

の無産市民を抱える□―マ帝国は属州

に食糧や資源の大部分を頼つていた。

ローマ帝国初期の領土

□―マ帝国最大領域

□―マ帝国内の主な交男路

□―マ帝国内の主な海路

ローマ帝国時代の世界遺産
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パ
ッ
ク
ス
＝
ロ
マ
ー
ナ
時
代

入
類
史
Ｌ
空
前
の
繁
栄
を
調
歌
し
た

オ
ク
タ
ヴ
ィ
ア
ヌ
ス
が
事
実
上
の
帝
政
を
開

始
し
た
前
２７
年
以
降
、
古
代
ロ
ー
マ
は
約
２
０
０

年
に
わ
た
っ
て
平
穏
な
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と

な
る
。
こ
の
時
代
は
「
バ
ツ
ク
ス
＝
ロ
マ
ー
ナ
」

（
ロ
ー
マ
の
平
和
）
と
よ
ば
れ
、
ロ
ー
マ
人
は
完
全

に
支
配
権
を
掌
握
し
た
地
中
海
世
界
の
中
で
泰

平
を
謳
歌
し
、
産
業
や
商
業
が
発
達
す
る
な
ど
、

経
済
的
に
も
繁
栄
し
た
．

と
く
に
９６
～
‐
８
０
年
の
五
賢
帝
時
代
に
口

―
マ
帝
国
は
最
盛
期
を
迎
え
、
五
賢
帝
の
１
人
、

ト
ラ
ヤ
ヌ
ス
帝
の
時
代
に
は
最
大
版
図
と
な
っ

た
。
そ
し
て
ロ
ー
マ
支
配
下
の
広
大
な
領
土
の

各
地
に
は
、
ロ
ー
マ
風
の
都
市
が
つ
く
ら
れ
た
。

そ
れ
ら
属
州
の
都
市
に
は
劇
場
や
水
道
施
設
、

公
共
浴
場
な
ど
が
建
設
さ
れ
、
ロ
ー
マ
的
な
生

活
様
式
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

今
も
栄
え
る
ウ
ィ
ー
ン
や
パ
リ
、
ロ
ン
ド
ン
な
ど

も
、
ラＣ
の
時
代
に
建
設
さ
れ
た
都
市
で
あ
る
。

し
か
し
、
各
属
州
が
繁
栄
す
る
に
し
た
が
い
、

首
都
ロ
ー
マ
の
優
位
は
ゆ
ら
ぎ
は
じ
め
、
力
を

も
っ
た
属
州
の
軍
隊
の
な
か
に
は
勝
手
に
皇
帝

を
擁
立
す
る
勢
力
も
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３
世
紀
に
は
次
々
と
軍
人
出
身
者
が
皇
帝
に
な

る
軍
人
皇
帝
時
代
と
な
り
、
ま
た
属
州
の
反
乱

や
サ
サ
ン
朝
ペ
ル
シ
ア
Ｆ

２２
参
照
）
と
の
抗
争
な

ど
に
よ
り
、
ロ
ー
マ
の
社
会

。
経
済
は
混
乱
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

ディオクレティアヌスの別荘
城壁に国まれた東西150m、 南
Jヒ 200mの宮殿。ディオクレティ
アヌス帝が退位後に移り住んだ。

□=マ帝国の東西分裂

テオドシウス帝の死後、東半
分を長男アルカディウスが、

西半分を次男ホノリウスが皇

帝として分治する形で、帝国
は分裂した

`



ローマ帝国の中心

地中海世界の政治的中心だつた□―マでは、
100万を超える市民の人気を得るため、政

治家たちによって戦車競技・剣闘士競技・演
劇などの催し物がさかんに行われた。その

名残は□―マのコロッセウムなど遺跡とし
て現在でも遺っている。

』1八ドリアヌスの長城

プ リ彙護/
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(アウグストゥス)
地中海を統一したオクタヴィア

ヌスは□―マの最高権力者と

なつた。元老院からアウグストゥ

ス(尊厳者)の称号を贈られたが、

自らは第一人者 (プリンケプス)

と称した。事実上の初代皇帝。
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□―マの歴史地区
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分
裂
す
る
ロ
ー
マ

東
へ
移
つ
た
政
治
・経
済
の
中
心

こ
う
し
た
混
乱
に
対
処
す
る
た
め
、
２
８
４

年
に
即
位
し
た
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
イ
ア
ヌ
ス
帝
は

専
制
君
主
政
を
敷
き
、
２
人
の
正
帝

・
副
帝
に

よ
る
帝
国
の
４
分
統
治
制
を
導
入
す
る
な
ど
の

改
革
を
行
っ
た
。
ま
た
、
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス

帝
は
キ
リ
ス
ト
教

（
Ｐ
３２
参
５

を
公
認
し
て
支

配
に
利
用
し
た
ほ
か
、
３
３
０
年
に
は
首
都
を

コ
ン
ス
タ
ン
テ
イ
ノ
ー
プ
ル
に
遷
都
し
た
。
新

首
都
で
は
ソ
リ
ド
ウ
ス
金
貨
と
よ
ば
れ
る
良
質

な
貨
幣
が
鋳
造
さ
れ
た
た
め
、
政
治
の
み
な
ら

ず
、経
済
の
中
心
も
東
方
へ
移
る
こ
と
と
な
っ
た
。

４
世
紀
後
半
に
な
る
と
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
侵

入

（
Ｐ
７０
参
じ

や
宗
教
対
立
な
ど
で
帝
国
内
の

混
乱
は
深
ま
り
、
３
９
５
年
に
テ
オ
ド
シ
ウ
ス

帝
が
死
去
す
る
と
ロ
ー
マ
帝
国
は
東
西
に
分
裂

し
た
。
そ
の
後
、
東
□
―
マ
帝
国
（ビ
ザ
ン
ツ
帝

国
、
Ｐ
７２
参
照
）
は
１５
世
紀
ま
で
存
続
し
た
が
、
西

ロ
ー
マ
帝
国
は
４
７
６
年
、
ゲ
ル
了
／
民
族
出
身

の
傭
兵
隊
長
オ
ド
ア
ケ
ル
に
よ
っ
て
皇
帝
が
廃

位
さ
れ
た
こ
と
で
減
亡
し
た
。

‐９
世
紀
ま
で
続
い
た

「
ロ
ー
マ
帝
国
」

ロ
ー
マ
帝
国
は
１
４
５
３
年
の
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国

の
減
亡
に
よ
っ
て
歴
史
か
ら
姿
を
消
し
た
が
、

名
目
上
は
「神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
」
と
し
て
１９
世
紀

ま
で
存
続
し
た
。
９
６
２
年
に
オ
ッ
ト
ー
ー
世
が

教
皇
か
ら
帝
冠
を
授
け
ら
れ
た
こ
と
に
は
じ
ま

る
こ
の
帝
国
は
、
復
興
し
た
ロ
ー
マ
帝
国
と
し
て

の
権
威
を
支
配
に
利
用
し
た
。
し
か
し
、
近
世

に
な
る
と
神
聖
回
―
マ
帝
国
は
完
全
に
名
目
的

な
も
の
と
化
し
、
１
８
０
６
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
ー

世
が
ラ
イ
ン
同
盟
を
結
成
し
た
こ
と
で
名
実
と

も
に
解
体
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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ナポリ近郊の都市遺跡。
79年にウェスウィウス山
の噴火で埋もれてしまった

都市に、壁画やモザイク画
が遺されている。

ヴォルビリス遺跡主

モロッコに残る都市遺跡

ウォルビリスはモロッコ最大の古

代□―マの遺跡。2～ 3世紀ころ

オリープの取引で栄えた都市で、

神殿や礼拝堂、浴場の跡などが

ある。


